
平成18年度化学物質環境実態調査結果　地域別データ

調査名：初期環境調査

調査媒体：水質（ng/L）
地方公共団体：川崎市

試料採取機関：川崎市公害研究所

調査地点：多摩川河口（川崎市）

検体1 検体2 検体3
[1] アジピン酸 nd nd nd 3,800 3,800
[12] 1,2-エポキシブタン nd 4.7 nd 1.6 1.6
[16] クロロトリフルオロメタン（別名：CFC-13） nd nd nd 3 3
[22] シクロヘキサノン nd nd nd 400 400
[50] ベンジルアルコール nd nd nd 5 50
[55] 9-メトキシ-7H -フロ[3,2-g ][1]ベンゾピラン-7-オン（別名：メトキサレン） nd nd nd 2 10
(注1) nd：不検出
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